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家庭の食育ど幼児の自尊感情の関連性

荒木みさこ 人山 口 創**

百leRelationship Between the Dietary Education in the Home 

to Parents ofInfant and Self-Esteem of Children 

Misako ARAKI* and Hagime YAMAGUCHI** 

The purpose of this study is to investigate the relationship between the dietary education and children's self-

esteem as well as to develop a measurement for the dietary education of parents in homes with infants. 

In the preliminary investigation， we interviewed six people， nurse and parents， in order to understand the actual 

situation at home with regard to the children's dietary education and itemize di行erentcategories of measurement. 

As a result， we picked out 52 items. 

In the principal investigation， we gathered data from 319 pairs of parents and children. Using factor anaJysis， we 

found three main factors:“Awareness of Dietary Education"，“Implementation of Dietary Education"， and“Prope引I 

Ea叫ti川ngHabits Tr悶ainingfor t山heCαhiけld出r噂引，".Moreover， we compared the children's self-esteem through their self-

portraits with the three main factors as well as with their total score. 

We found a significant difference between the self-esteem of children and Implementation of Dietary Education 

as well as the total point of the three main factors. Also， we found a quadratic relationship between the measure-

ment of Dietary Education at home and the children's self-esteem. 
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間 題

近年，r健康噌進法Jr健康日本2ljr健やか親子
2lj どいった健康噌進施策が多く施行されている。

1:1:1でも，2005年に制定された「食育基本法」をは

じめ 「保育所における食育に関する指針Jr食から
はじまる健やかガイドJや「栄養教諭制度Jなど法

律の制定やガイドの作成により， 食青と いう言葉を

目にすることが多くなっている。食育という言葉

は， 石塚左玄の「食物養成法」で初めて使用され，

その後，村井弦斎の食道楽という小説のに1:1で、食育論

を取り上げている。これらの食育は現在の食育どは

意味が異なり，栄養学的な観点在重規し代後療法的

*十友美林大学大学院国11:祭学研究:fSi

な意味合いて、使われている。現在の食育は食育基本

法によると“生きる上での基本であって，知育，~fg1 

育及び体育の基礎となるべきもの"と位置づけられ

ている。栄養学者である足立 ・衛藤 (2005)による

に “人間が人間らしく生きる ・生活する資源とし

ての食，岡崎に健康の資源でもある食を営む力を育

てること，そしてこれらを現実可能な社会 ・環境を

育てる こと"と報告している。また，食育基本法の

基本理念から河野 (2007)は食育を “食に閲する感

謝の念や理解，伝統的な食文化，環境ど調和した生

産等への配慮，農山漁村の活性化と食糧自給率の向

ヒへの貢献，食品の安全確保等を含む広範囲なもの

であり，食紡i生産から消費にいたるまで、の綴々な休
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験活動を言う"ど定義している。このように，食育

に関与している分野は多岐にわたり，食育に関する

定義 ・理念がI幅広く ，食に関する教育すべてが食育

と位置づけられている。そのうえで，本研究におい

ては，家庭において健全な心身を養うための行動お

よびその教育について扱うこととする。

ところで，食育の対象に関しても，妊産婦 ・乳

幼児から老人にわたるまで 11屈が広い。内閣府

(2007)によると，“食育はあらゆる世代の国民に必

要なものであるが，子どもたちに対する食育は，心

身の成長および人格の形成に大きな影響を及ぼし，

生涯にわたって健全な心ど身体を培ぃ豊かな人間性

を育んでいく基礎となるものである"と子どもに対

する食育の重要性をうたっている。同様に足立ら

(2005)は“次世代を担う子どもが 「生きる力」を

身につけるための適切な食育は.生渡にわたって健

康な生活を送るうえで基本となり，望ましい食習慣

を身につける第一歩である"と述べており，生涯に

わたる生活習慣の基礎を育む子どもへの食育が特に

大切であるど考えられる。このように，現在までも

子どもに対する食育が重要視され，多くの試みがさ

れている。しかし，これまでの食育の取り組みは，

幼稚園などの教育機関等での子どもに対する食育の

実施が中心で、あり，日常の食行動を行う頻度が高い

家庭(保護者の食育)を対象と した研究はあまりさ

れていない。子どもの食行動にはいろいろな水準

(新奇性恐怖，食物l信好，食物侵取の調節)で養育

者の行動が関与していることが明白である(長谷

川， 2008) こどからも，家庭に焦点を当てた食育の

研究が必要で、あると考える。

これまでの食行動に関する研究は， 長年何の栄

養素をどれだけ摂取したかといった点が重視され，

「食行動の背景にある心ど身体の関連性Jなどを探

求する視点はほとんど重視されてこなかった傾向に

ある(小松， 2001)。食行動ど発達の関連性は，子

どものときの食行動が健全で、あった者は，大人に

なったときに心理的に安定した性格特徴を持つこと

や(岡本 ・田口，1996)，家族全員で会話のある食

事を している幼児は自制力があり・温和で安定して

おり(浜口 ・大喜多 ・福本， 2004)，家族で共食し

ていると親子関係が良くなり，子どもの自尊感情が

高くなる報告がされている(伊東 ・竹内 ・鈴木，

2007)。保護者の家事や育児のさまざまな側面は，

子どもの自尊感情に関連しているど指摘されている

ことから (Sira& White， 2010)，日常の食生活に密に

関係している家庭の食育ど，幼児の自尊感情に何ら

かの関連性があることが想定される。

次に，幼児を対象とした場合の調査方法につい

て述べる。これまでの幼児の食行動を対象ど した研

究の多くは他者評定によるもので，子どもの親や幼

稚園教諭による評定が多く，日常からの認知やイ

メージから偏った見方をしてしまい，公平な評定が

難しいことが示唆される。幼児自身が尺度やインタ

ビューに回答するのが一番良い方法であると考えら

れるが，質問項目を正しく認識して回答することが

悶難であり，信頼性妥当性に欠くことが想定され

る。|臨床場面において，幼児自身を対象にアセスメ

ン卜を行う場合，絵画など視覚的媒体を用いること

が多い(早川， 2002)。なかでも人物像を摘出する

どいう方法は，小林 ・前川 (1993)によると 「子ど

もは自発的に向性の自己像と考えられる人物そ摘出

する」と報告しているように，日常で自分自身の絵

を描くことが多く，幼児にとっても比較的容易であ

る。定|尊感情ど人物画の大きさについての研究はこ

れまで多くの研究がされており (e.g.，Swensen， 

1968; Delatte & Hendrickson， 1982)，さまざまなj将

釈が提唱されている。Machover(1949)を代表とし

て提唱されている説では，人物画の大きさと自尊感

情の間には正の相聞があり，人物画の大きさが大き

いほど自尊感情も高いとされている。対象年齢は人

物像をftlくことができる 3歳から9歳程度どされて

し、る。

目 的

本研究では幼児の家庭の食育(以下，“家庭の食

育"とする)に焦点をおさ，予備調査で項目収集を

行い，家庭の食育を測定する食育尺度の開発を行う

こと。その後に，家庭での食育が子どもの自尊感情

にどのような影響を及ぼしているか，検討すること

を目的どした。

方 法

家庭の食育尺度作成の為の予備調査

予備調査期間 2009年6月から 7月にかけて調査

を行った。

予備調査対象者 幼稚園児の食事を作っており
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面接者と面識がない保護者6名ど，幅広く幼児の食

育を捕らえるために，幼児ど密に関わり保護者の悩

みなどにも対応すると想定される幼稚園教諭l名を

機縁法にて拙11:1:¥した。

予備調査方法 場所は対象者の自宅および!喫茶

屈にて而接を行った。面接はすべて筆者が行い，調

査的間接の技法(鈴木， 2002)を参考にあ らかじめ

作成しておいた面接ガイドラインと質問項目(例え

ば，“食生活で心がけているこどは何か"“食事n寺

のlレーlレはあるか"など)に沿って半構造化面接で

行った。研究jllli旨と倫理的配慮を説明し調査協力の

同意、を得た後，而接中のメモど音声録音の許可を取

り音声を録音した。

予備調査分析方法 メモど録音 したテープの情

報を書き起こし，心理学を専攻する教員 ・大学院

生 ・大学生の計4名による 2[亘lのブレーンス卜 ーミ

ングを行った。間接から抽出された 106項目をカー

ド化し，質問項目として不適切だと判断された項目

を除き，内容が重複していると考えられた項目をま

とめたところ， 最終的に 52):頁目が選出された。

本調査

調査期間 2009年9月から 2010年 10月にかけて

調査を行った。

被対象者 全日本私立幼稚園連合会 ・東京都私

立幼稚園連合会を通して紹介された幼稚園に調査趣

旨を説明し，調査に同意が得られた東京都内の私立

幼稚園5園を対象幼稚園とした。各幼稚園の幼児 (3

~5歳)と，その幼児の食事を作る保護者を対象と

した。配布数は751組で， 最終的に配布した調査用

紙が回収できた 319組(巨l収率:42%)の親子を対

象者どした。

質問紙構成保護者用:予備調査で得られた 52

項目を質問項目に書き換え，内閣府が作成したパン

フレット“食育の推進に向けて"を参考に，食育に

関して必要だと想定された6項目を加えた 58項目で

構成された。

幼児用:人物回を描くためのB4の画用紙。

調査方法:調査は留置法で行った。調査依頼文 ・

調査用紙 ・画用紙を封筒に入れた状態で各クラスご

とに園児に配布し，回収は配布した封筒に封をした

状態で園児を通して回収した。

人物画描画の教示と手順 本研究で調査 した人

物画は，幼児自身の自画像であった。人物回(以

下.自画像)の描画手順は，保護者が「自分の絵

を，頭から足の先まで全部描いてください」と子ど

もに教示をした後， 子どもに鉛筆で自画像を描いて

もらった。子どもが 「描き終わった」と自己申告し

た時点で，保護者に画用紙を回収させた。

自画像の分析方法 幼児の自画像は，縦の長さ

について定規を使用し cmで算出 し，面積は半透明

の方眼用紙をあてて α1，2で算出した。
研究倫理

本研究は桜美林大学研究倫浬委員会において，

倫理審査を受け， 承認を得てから而桜及び調査を

行った (第09021号)。予備調査の対象には，面接前

に研究趣旨を説明し，協力は自由意志に基づくこ

と，協力しなくても不利益になることはないこと，

匿名化しID番号で管理すること，個人の機密が漏

洩しないよ うに 卜分に配慮することなどを， 文主主ど

口頭にて説明し参加意思の確認を行った。本調査の

対象には，調査依頼文 ・調査用紙に予備調査とほほ

同様の内容を明記した。また，調査は留置法で行っ

たため， f[~[人情報保護のために封筒に調査用紙を入

れた状態で回収し， 巨|答をもって調査の同意どみな

した。

結 果

家庭の食育尺度開発 幼児のいる家庭での食育

に関する質問の回答に対し，最尤法Promax回!lir;に

よる探索的因子分析をケ行った。多重因子ノ号ターンの

項目を除き，因子ノfターン値が 40に満たない項目

を削除した結果，最終的に解釈可能な3因子21項目

が1111出された。第 l因子は，“料理そ作るのに，手

を抜いていると感じる (R)"“食育は大切だと思う

が， 実践できない (R)"などの，食育の理想ど現実

のギャップや食事を作ることの負担などの，食育に

対する理惣意識が抽出され 「食育意識」 と命名 し

た。第2[玉|子は，“食は子どもの心の発達に影響を

与える と思う"などの食育への理!札教育に関する

項目が抽出され「食育実践」ど命名 した。第3因子

は，“子 どもが食事 I:I~ に立ち歩く"“子 どもが 「 し、

ただきますJIごちそ うさま」どいった食事時の挨

拶をしている"などの子どもの行動や食事の規則性

に関する項目が抽出され「食事に関する子どもの

身長」と命名した。Pearsonの積率相関係数を用いて

因子問相聞を算出したところ，食育意識ど食育実践
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Table 1 家庭の食育尺度の因子分析結果

下位尺度
因子パターン

II III 

一 .93 18 08 

.65 01 13 

一 .63 01 .08 

一 .60 .04 02 

-.57 03 .02 

-.53 - .03 - .05 

.51 08 19 

-.51 01 12 

.49 23 07 

一 .45 12 .02 

13 .69 01 

.08 .63 09 

04 .58 10 

- .17 .58 12 
。。 .51 08 

09 .47 13 

05 .46 11 

.21 .45 .19 

- .09 .45 27 

29 .43 05 

12 .43 .11 

14 .43 07 

第 1因子:r食育意識因子J(α=.84) 

52 料理を作るのに， 手を抜いていると感じる (R)

57 料理が嫌いだと感じる(同

42 同じメニューの繰り返しで変化が乏しいと思う (R)

56 自分が作ったものがおいしいと感じない (R)

55 献立を考えるのが大変 (R)

2 食育は大切だと思うが，実践できない (R)

46 主食 ・主菜 'liilJ菜をそろえる
11 食脊の理想はあるが，現実どは差がある (R)

4 手作り料理を心がけている めん

35 主食が米ではなく，小麦粉から作られる麺や小麦粉中心である (R)

第2因子:r食育実践因子J(α=.81) 

30 子供に食材を触らせる

12 子供に食べ物の旬を伝える

31 ネットやテレビで食に関する情報を得ている

40 友人 ・家族と食に関する話をする

38 食は子どもの心の発i!fに影響を与えると思う

28 保護者が調理をしていると， 子供が興味を示すことがある

3 子どもに身体ど食べ物に関連性を伝える

37 食前に子どもが手洗い ・うがいそする

45 子どもの食について学ぶ機会がある

29 食育を家庭で熱心にしていると感じる

39 子どもど買い物に一緒に行って食品を選ぶ

20 食の安全性が気になる

第3因子 :r食事に関する子どもの娯因子J(α=.75) 

5 子どもが食事中に立ち歩く (R)

9 子どもが食後に歯磨きをしている

l 子どもが 「いただきますJ['ごちそうさま」といった食事時の挨拶をしている
43 子どもがお菓子ばかり食べて，食事をあまり食べない (ω

32 食事中，子どもが姿勢を正して座るように気をつけている

51 夕食は決まったH寺!日lに食べる
7 子どもが食べる事に集中して食べる

48 朝食は決まったH奇!日lに食べる

寄与率 (%)

累積寄与率(%)

因子間相関

II 

04 15 

22 一.01

06 .09 

。23 .05 

08 15 

-.25 02 

19 02 

10 .01 

21.13 5.74 

21.13 26.87 

II 

1.00 

.54 1.00 

39 1.00 

80 74 64 

'a
冒
且

Aυ

ウ

J

P
3
q
J

- .49 

.48 

.47 

.45 

.44 

5.92 

32.79 

III 

III 

合計

合計信頼性係数 α=.87 

ではr=.54ど中程度の正の相関があり，食育意識と

食事に関する子どもの族では r= .39 と~~~、正の楳|関

があり，食育実践と食事に関する子どもの朕ではr

=.33ど弱い正の相関であった。食育意識と合計得

点ではr=.80で強い正の相関があり，食育実践と合

計得点ではr=.74で強い正の相聞があり ，食事に関

する子どもの族と合計得点ではr=.64で中程度の正

の相関であった。Cronbachの α係数は，第l因子

はα=.84であり ，第2因子は α=.81であり ，第3[玉|

子は日=.75であり， 3 [玉|子の合音|は日=.87であった
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Table 2 家妙、の食育尺度の違いを自尊感情(白血Ij像の長さ)の比111交検討

N 平均 5D 
有意!統率

多重比較 (TukeyのHSD)

食育意識 ~':il伴 21 28.30 6.82 (F(2， 121) =2.01，11.5.) 
rl1j[1' 88 23.93 7.71 
(11汀f 15 24.51 8.79 

食育実践 ~'ìijio~ 21 28.87 6.86 (F(2， 121) =4.14，p<.05) 
仁I:qir 91 23.83 7.90 高tr(:>中l汀?・高群>低群*

低m 12 22.52 7.23 
食事に関する子どもの身長 高jn 23 27.00 7.52 (F(2， 121) =2.15， 11.5.) 

1:1明t 88 23.63 7.58 

低m 13 26.48 9.60 
合計得点 ~'~tr~ 23 28.47 6.48 (F(2， 121) =3.53， p<.05) 

l判rf 91 23.66 8.03 ï~iili-~ > 中 liof* 
低IW II 24.77 7.72 

Table 3 家庭の食育尺度の遣いと自尊感情(自iI!Ii像の而秘)の比t絞検討

N 平均 5D 
有意確率

多重比較 (TukeyのHSD)

食育意識 ï~:iir~ 21 199.07 121.63 (F(2， 121) =2.01， 11.5.) 
l判 88 181.44 113.58 

低m 15 184.34 128.13 
食育実践 !.'iilrf 21 230.67 114.48 (F(2， 121) =2.39，p<.10) 

仁|ヰt 91 171.27 110.25 高校i:>1:1:11rf1

{M~ 12 199.54 148.42 

食事に関する子どもの敏 {，i:i1i-f 23 201.92 108.04 (F(2， 121) = 1.17， n.5.) 
rl:qif 88 174.26 117.05 

低併 13 218.85 122.98 
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(Table 1)。

食育と幼児の自尊感情 (自画像)の関連性の検討

家庭の食育尺度の各因子得点ど合計得点を，それぞ

れ平均十15D以上を高群 ・平均土15D以内を中隊 ・

平均一 15D以下を低群に分け独立変数とし，子ども

の自尊感情(描出した自画像の長さ，面積)を従属

変数ど した一元配置分散分析を行った ("lable2， 3)。

多重比較はTukeyのHDS法を用し、た。以下，有意差

の見られた結果のみ記述する。

食育実践と自画像の長さは，荷高'jj昨F伴(:=2犯払8.87土6.8“6，
l仁:ヰ宇判|ド:

差が見られた (ωF(ω2，1ロ21ο)=4.14，p<.OSの)。多重比較を
行ったところ，高群と中鮮の聞に有意傾向があり

(p<.lO)，高群ど低群の聞に有意差があり (p<.OS)，
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Figure 1 食育実践と自尊感情(自画像の長さ)
の比11刷会討

高群は中併に比べ有意傾向に，低群に比べ有意に自

尊感情が高かった (Figure1)。

合計得点と I~ 画像の長 さは， 高群= 28.47土 6.48 ，
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Figure 2 合計得点ど自尊感情(自画像の長さ)

の比較検討
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Figure 3 合計得点と自尊感情(自画像の面積)

の比較検討

Table4 家庭の食育尺度と自尊感情(1~1ï画像の長さ ・ 面積)の相関関係

食育意識 食育実践
食事に関する 家庭内の

子どもの族 食育合計得点

自画像の長さ 12 .19 09 18 

n.5 11.5 n五 n.5 

自画像の面積 13 02 。。 07 

11.5 11.5 11.5 11.5 

Table 5 家庭の食育尺度ど自尊感情(自画像の長さ)の 2次相I具!

自画像の長さ 白岡像の面積

w F{I位 R
2 
F値

食育意識 .04 2.30 n.5 。。 。15 11.5 

食育実践 06 4.22 * 03 2.21 11.5 
食事に関する子どもの族 .05 3.28 ド 03 2.19 11.5. 

合計得点 .07 4.51 * 04 2.36 ? 

中若手=23.66::!::8.03，低群=24.77::!::7.72であり， 有意

差が見られた (F(2，122)=3.53，p<.05)。多重比較を

行ったどころ，高群ど中群の聞に有意差があり (p

< .05)，高群は中群に比べ有意に自尊感情が高かっ
た (Figure2)。

食育実践ど自画像の面積は，高群=230.67::!::114品，

中群=171.27::!::1l0.25，低群=199.54::!:: 148.42であり，

有意傾向が見られた (F(2，121) =2.39， p<.10)。多重

比較を行ったところ，高群ど ~I:t群の聞に有意傾向が

あり (p<.lO)，高群はヰl群に比べ有意傾向に自尊感

情が高かった (Figure3)。

相関係数による検討 家庭の食育尺度の各因子

得点ど合計得点を自尊感情(自画像の長さ ・面積)

について， Pearsonの積率相関係数を算出 したとこ

ろ， r=.00~.19 の値をどっており ， どの項目におい

ても相関関係は見られなかった (Table4)。

どの因子も散布図の分布をみるど，曲線を描く

形での桐関関係が示唆されたため， 2次相関の算出

を行った。2次相関 (2次関数)どは，相関係数や

重回帰分析のようにグラフに表すと直線ではな く，

ある鉛直な直線(対称qiltl)に関して対称な放物線の

滑らかな曲線を描き，その対称軸は放物線ど放物線

の頂点で交わる関数のこどある。以下，有意な相関

が見られたもののみ記載する。

食育実践と自尊感情(説明変数を自画像長さ，

基準変数を食育実践とする)において有意な2次相

聞が見られた (R'=.06，F(2， 122) =4.22， p<.05) 

(1able 5)。

食事に関する子どもの族(説明変数を自画像の

長さ，基準変数を食事に関する子どもの族とする)

において有意な2次相関が見られた (R'= .05， F(2， 

122) =3.28， p<.05)。



荒木 ・ ~LI 口 家庭の食育と幼児の自尊感情の関連性 ( 133 ) 

合計得点ど自尊感情(説明変数を自画像の長さ，

基準変数を合計得点どする)において有意な2次相

関が見られた (R2=.07，F(2， 122) =4.51，p<.OS)。

合計得点ど自尊感情(説明変数を自画像の面積，

基準変数を合計得点とする)において有意傾向で2

次相聞が見られた (R'=.04， F (2， 122) = 2.36， p<.10)。

考 察

本研究の目的は，家庭の食育尺度開発ど食育が

子どもの自尊感情にどのような影響を及ぼしている

かを検討するこどであった。

因子分析の結果，“食育意識"“食育実践"“食事

に関する子どもの族"の3因子が抽出された。予備

調査の面接を元に質問項目を作成し，さらに参考資

料から調査趣旨に沿った質問項目を加えたことから

内容的妥当性が得られ，因子分析によって構成概念

妥当性が得られた。下位項目を見ると，本尺度は

“食育実践"どいった子どもへの食育の働きかけだ

けでなく，実際、に食育を行う保護者自身の意識や子

どもの行動どいった，側面から多角的に測定できる

尺度であると解釈された。 α 係数が 7S~.87 の範囲

をとっていたことから内的整合性での信頼性が得ら

れた。これらのことから，本尺度は妥当性ど信頼性

の面から十分に使用可能であることが言えた。因子

間相聞は，食育の意識が高い傾向にあるど，食育を

実践しており，食事に関する子どもの駿がされてい

る傾向であった。また，食育を実践している傾向に

あるど，食事に関する子どもの股がされている傾向

にあった。これらのことから，保護者の食育意識が

高いど食育の実践につながり，食事に関する子ども

の族も向上する可能性が示唆され，保護者に対する

食育の重要性が示唆された。

また本研究では，人物画の大きさど自尊感情の

聞には正の相聞があり ，人物画の大きさが大きいほ

ど自尊感情も高いとされている先行研究を支持して

分析を行った (Machover，1949)。自尊感情どの比11安

検討では，食育尺度の高群は仁~I ・ 低程度の i.t!(: に比

べ，有意に子どもの自尊感情が高かった。同様に合

計得点と自尊感情(自画像の長さ)において，高群

はヰl群に比べて，有意に子どもの自尊感情が高かっ

た。食育意識と食事に関する子どもの身長では，有意

な差は見られなかった。これらのことから，家族て、

共食していると親子関係が良くなり子どもの自尊感

情が高くなると報告があるように(伊東ら， 2007)， 

家庭の食育どいった子どもへのより良い食生活の働

きかけは，子どもの自尊感情に影響を及ぼすことが

本研究でも支持された。

食育と自尊感情どで2次相聞の算出を行った結

果，食育実践と自尊感情，食事に関する子どもの朕

ど自尊感情，家庭の食育合計得点ど自尊感情どの間

に2次相関の関係性が見られた。これらの結果は，

食育は本研究でmし、た食育尺度合計得点て、あれば
126点程度までは効果が見られないが，緩やかな

カーブを描き上昇する傾向にあると解釈できる。食

育はすぐに子どもの性格に影響を及ぼすものではな

く，長期的に取り組む必要があると示唆される。今

回用いた尺度によると，一定以上の食育が求めら

れ，それを越えると結果として子どもの自尊感情が

高くなる傾向であることが考えられた。

食育ど心身の発達に関連してさまざまな文書 (た

とえば食育基本法 ・食育白書など)で記述されてい

るが，本研究において特に食育ど自尊感情に重要な

関連があることがうかがえた。この結果をもとに，

家庭において食育を促進させるため，保護者の食育

意識を変容させ食育実践 ・食事に関する子どもの族

を向上させる試みなどから，間接的に子どもの自尊

感情の発達に貢献で、きる可能性が考えられた。しか

し本研究において，保護者が家庭において食育を行

う背景にある要因など，明らかにされていない部分

も多し、。今後は，その背景を探るとともに，保護者

に対する家庭の食育促進のための介入どいった側而

からさらなる研究を行う必要があると示唆された。
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